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代表 石橋 わか子 

 2019年度 No.７ 

２０１９年１０月２８日 

はじめのいっぽ弥生 

はじめのいっぽでも、去年の胆振東部地震を教訓に突然襲う災害に向け、新たにマニ

ュアルを作成し職員間が一致した行動で対応できるよう話し合い、また備蓄品の見直し

確認など気を引き締め安全確保に努めていきたいと思いますが、何よりも家庭との連携

が最も大切なので、再度緊急連絡先やメールアドレスの登録など（別紙にて）ご協力を

お願い致します。 

自然が織りなす紅葉の最も美しい季節となりましたが台風 19号では、なくなった人、

行方不明者が 100人近くとなり、あらためて自然の厳しさ災害の恐ろしさを実感してお

ります。 

 そこで 10月 19日生まれの“おおた君”と一緒に中学生 

4人の合同誕生会を行いました。 

一人ひとりに「今の気持ちは？」とインタビューすると・・・ 

 10月がお誕生日のお友達は、８人と年間で一番多い月です。

それでも一人ひとりの誕生日に合わせ、手作りケーキで誕生日の

当日はお祝いしよう!! と何年も続けていますが中学生になる

と諸事情により誕生日当日いっぽに通所できず、ちょっと淋しい

気持ちになっていました。 

おたんじょうび おめでとう‼!! 

 J さん：「ぼく中学生になり、中々友達が出来ないけれど 

いっぽにはたくさんのお友達がいるのでとっ

ても嬉しいです。」 

 
 Tさん：「ぼくは、いっぽに来ると学校とは違う感情が 

沸き上がりとっても嬉しいです。」 

 
 いっぽの存在が子どもたちの“心の拠りどころとなっている!!”

と実感しとても嬉しく感動する時間でした。 

  
 今後も一人ひとりのお友達に寄り添いながら心模様をしっかり受け止め、あるがまま

の自分を肯定できる環境に心がけて行きたいと思います。 

 
“そのままの○○さんで大丈夫!! 自信を持って生きようね!!” 
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大盛り上がりの いっぽラグビーチーム結成!! 

 ラグビーのルールは全くわからないけれどテレビで見るラグビー2019日本大会は、

活気に溢れ躍動感・連帯感が伝わり、がむしゃらに一個のボールを追いかけタックル

をかけ、スクラム組んでじりじりと１ｃｍ、２ｃｍと前に進む姿に、いつの間にか大

ファンになっていました。 

 

  

 

 ある日、いっぽの広場にもラグビーチームが 

結成され大人対子どもたちがスクラムを組み 

お互いに譲らず、いっぽいっぽ前進！ 

 爽快感とかわいさが溢れていました。 

 
 そんな時、木川田はると君のお母さんより 

お手製のラグビーボールがプレゼントされ、 

より一層熱気が出て、世界に一つだけのボール

を追いかけみんなの心も一つに、体力づくりに

励んでおります。 

新いっぽ基礎工事始まる!! 

 10月 10日、今まで見たことのない大きなショベルカーが到着し、みんなの目は点に

なり工事現場にくぎ付けになっていました。興味関心のある様子を見逃さないスタッフ

は、さっそく紙とクレヨン、画板替わりのベニヤ板を用意し写生会の開始です。 

学年も学校も違う子どもたちが分け隔てなくのびのびと絵を描いている後ろ姿を見て、

いっぽの子どもたちの優しさ、素直さ、おおらかさを感じずにはいられませんでした。

描き終わった絵も素晴らしいのですが、一番素晴らしいのは、子供たち一人ひとりが 

心を開放し意識せず一つになっていることなんだなあと 

しみじみと思う写生会でした。   
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 小学校から中学卒業まで、オール１ あまりの勉強のできなさ

に怒った父親は、ランドセル、教科書、リコーダー・・・学校で

使う物全てを外に放り投げ、灯油をかけて燃やしたエピソード

や、いじめに会っていた宮本氏は、とにかく 

目立たないように自分の存在を消したかった 

そうです。 

 

親子でいっぽ 

 10月 24日、月に一度の親子で

いっぽは好天に恵まれました。約

30分間は,ひろみ先生指導のもと

親子でリトミックを楽しみ、その

後、焼芋づくりに GO!! 

 
 外では早くから釜戸を作り、薪

を燃やし熾火（おきび）を作る作

業もバッチリ行っており、親子で

さつま芋に濡れ新聞とアルミホ

イルをまき、熾火の中に入れ 落

ち葉のお布団をかけ.じっくり焼

きあがるのを待ちます。 

 

秋の風物詩を楽しむ 

 

 その間に目に飛び込んでくる

のは、大量の漬物大根干し。特に

今回は約５００本の大根をご近

所さんから頂き“ワァ～凄い!!”

の声、声、声・・・ 

 「私も大根を育て収穫したけど

短いの…」など、それぞれのご家

庭でも挑戦しているのが伝わりと

ても嬉しかったです。 

 さてさて、焼芋出来上がるまで 

子どもたちは焼芋見守り隊で戸外 

活動を行い、お母さんたちは室内 

にて茶話会。 

それぞれ情報交換を行いながら 

一番気になるのは来春の進路（?） 

に向け幼稚園選びに苦悩している 

様子が伝わります。 

 
 乳幼児期は、人生の基盤づくり 

人が人を育てる責任の重さと環境

の大切さをひしひしと感じるひと

ときとなりました。 
「リンゴたべる?」 

「メエー！」 「やきいも、おいしい！」

リンゴたべる?」 
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日 時 行  事 

 １１月 5.12.19.26日（毎週火） リトミック 

１１月 ７日（木） 12：30～13：30 オステオパシー講習 

１１月１２日（土） あちこち紙芝居 

１１月２１日（金） 親子でいっぽ 

１１月２５日（月） 定例会議 

１１月３０日（土） フロアーカーリング 

１２月２１日（土）に変更 新いっぽ上棟式 

 

今後の予定 

 

ご挨拶の中でも触れておりましたが緊急時には、家庭との連携が重要となります。 

携帯電話・固定電話等繋がりにくくなる可能性が大きく、そのための有効手段としてのメールの活

用を実施してゆきたいと思います。お手数ですが、メール環境をお持ちの保護者様には下記アドレ

スまで「保護者指名」を書き込み送信願います。以前に送信いただいた保護者様には、変更がない

限り現状で登録させていただきます。 

 

別紙の緊急時基本対応については、以前ご連絡させていただいた対応に変更を加えております。 

重要 

wakko.mere@docomo.ne.jp 

今後の予定者に 

秋を目いっぱい満喫 


